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( 1:的)r事JIflで緊急手術を鈍行した炎主主性的疾患子主的の1:誕
床病理所見を杓検討し手術述泌を考案した. {対象)大iE:
i鳴海 (200n11/ノf]以 I:)で手術を務行した25例努性 18例
女:'I~.:7 例. 6171Jは陳IHt:生締結十九 3fj1JはJMi気続， ，1 f特はJ.j.J梁
IiE絞併を合併.4例は関綿術のleEti:.1:1例は1Jr~ 以上'fJÍJ か
ら階、Illの既往があり， 5例は初i可j発紘. (みiJ カルテと
?立誌にて 1l1~1f.. (結決)I務lIli誌の231.1ljのCT所込では12併
が空溺1'1病変を脊し， 8例が限将校j!長うえ締， 1例がi話術， :2 
fyljがj候所見だった.21併のIIl1雪遊影所見では， 9仰が気智
:主動j抵1:来で 12fý~が純増鋭11鼠を合む後数の動w長 1.1.1 来だっ
た.議i絵{おを施行した81時中6WUtil実数勤!民自米で， l)~ 4 
fJljは3日以内に併略lflし手織となった.気管支;重fJ縁系の5
{YIJ (ま法務所見に乏しく議桧織を行わなかった.I又;切/葉桜j
は17fヂU. 2~切以上は 8斜.術後合併話:は 8例 (32%) に
発載し i呼吸不全3例/鞠1室内出血3例/有樹立u絵空軍事2例.
病J1IU!JfJI!.ではよ実践 12 予11/非公1~~t1C綬li主主 1 例/à'1V海 l 例/
議1臨1f9U/器紫化部j炎10例であった.呼吸不全による在絞
死と術後9年後の脳卒中で死亡した2f刊を絵き pげをしてい
ない. (結詑) CT で?~i}司を有し，血管遺影で多数の JÎ.江管
が認められる樹、街IlJ総症例では半期の外科治療が謎まし
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